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土　粘　改　良　率　葉　計　画　の　放　要

(/)事　案　の　日　的

幾貞道は､ム∫haの耕地と/占戸の農家が安寧するものであるが､現在の道路は､晴
～

見ヱ07L鯨後の狭中盤も軒で､こ風を改鮭も儀免簸力の廊減を図り､盛業経営の安定を図
f

ることを-B的とする,

W　事業寮確に係る地域の所在及ひ現況

的　地域の所在　　　　東伯恥三薪町大字横手地内

tT,)現　　　況

米の単作地域で兼業鹿家が多く省力監督の推進のため最適の盤億が急務である｡

(31番　蕪　の　東　本　計　-LW

延　長　　4E22伽･､幅員　#0秒の砂利道に改修する｡

14)エ毅または管理の要領

.
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エ串の施工方法　　　　帝　　負

管理の方法　　　　　　受益象において維持管理する｡

tS)出用の概算　　　　　　　　　　　　　　l

単葉敢　4(lCaOOO円　地元負担額,日8ccOCR　反当り負趣致

円以内とする.　　　J

(ム)工　　期　　　　　昭和群8年/0月から昭和ケア年3月まで

(7)彰英の効果　　　　　　　年限労力節減観　2占aOOO円

脚　他事業との馳係　　　　　な.し　　　　　　　　　-

(?)＼計画観要図
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